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簡便な OH ラジカルや NO2-のような中間体の検出定量法が注目されるようになった。これ
まで化学的定量法による活性種計測法はフリッケ法、Weissler 法、KI 法が報告されてい
るが、感度の高い生成物発光を利用する蛍光法についての報告例は少ない。また、酸化反
応を利用した定量法は OH ラジカルだけではなく H2O2 や活性酸素によっても酸化が起き
るため、OH ラジカルのみを定量することは困難であった。そこで、本研究では蛍光法の
良感度に OH ラジカルを検出できる蛍光物質を生成するプローブ分子としてクマリンを用
い、超音波場で生成される OH ラジカルを蛍光定量する方法を開発した。クマリンは OH
ラジカルと反応すると青色の発光を有するウンベリフェロンが生成するので、この特性を
利用して、超音波場で生成される OH ラジカルの検出および定量を行った。低周波 43kHz





500kHz の超音波を出力 75W で 2 時間照射した場合、OH ラジカルは 0.39μmol dm-3 生成











た。141kHz、出力 50W の超音波で 2 時間照射した場合に、NO2-の生成量は 177μM とな
り、また溶液中の N2、O2 等の溶存気体によって、NO2-の生成量が変わり、空気が溶存し
た場合が、最も NO2-が生成されることがわかった。  
